
1 

 

「いじめ」とは，「児童等に対して，当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童

等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インター

ネットを通じて行われるものを含む）であって，当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛

を感じているもの」をいう。（いじめ防止対策推進法 第二条）なお，起こった場所は学校の

内外を問わない。「いじめ」の中には，犯罪行為として取り扱われるべきと認められ，早期に

警察などの関係機関に相談することが重要なものや，児童生徒の生命，心身又は財産に重大な

被害が生じた疑いがあるような，教育委員会に通報することが必要なものも含まれる。これら

については，教育的な配慮や被害者の意向への配慮の上で，早期に警察に相談・通報の上，警

察と連携した対応を取ることが必要である。 

令和５年度 柏市立酒井根小学校 いじめ防止基本方針 

 

本方針は，「いじめ防止対策推進法」（平成２５年６月２８日公布。９月２８日施行）の施行に伴い，人

権尊重の理念に基づき，柏市立酒井根小学校の全ての児童が充実した学校生活を送ることができるように「い

じめ問題」を根絶することを目的に策定するものである。 

この法律の趣旨を踏まえるとともに校内体制を整備し，「いじめ防止対策」を推進する。 

１．定義・基本理念  

（１）「いじめ」の定義 

 

（２）「いじめ防止対策」の基本理念

 

２．組織 

●「生徒指導・特別支援教育部会」 

…生徒指導主任，特別支援教育コーディネーター，養護教諭，各学年１名 

※日頃からいじめ問題等，児童生徒の生徒指導上の課題に対応する 

●「いじめ防止対策委員会」 

…校長，教頭，教務主任，生徒指導主任，学年主任，学級担任，養護教諭，スクールカウンセラー（SC），

スクールソーシャルワーカー（SSW） 

※いじめの未然防止対策，早期解決の取り組み以外に，いじめに関する研修会の開催。いじめ防止

のための児童への一斉指導。いじめに関するアンケート調査（毎月１回・教育相談日）の実施。

いじめ防止に向けた保護者との連携等の企画・運営も担当する。組織図は，【別紙１】の通り。 

３．未然防止 

（１） すべての児童が安心・安全に学校生活を送ることができるようにする。 

（２） 規律正しい態度で授業や行事に主体的に参加・活躍できる学校づくりを進める。具体的には，チャ 

    イム席や授業中の正しい姿勢の徹底，話し合いの指導等に取り組む。 

（３） すべての児童に集団の一員としての自覚や自信が育まれるようにする。そのために，全校で「生徒

指導の機能を生かしたわかる授業」づくりを進める。 

いじめは，いじめを受けた児童生徒の教育を受ける権利を著しく侵害するとともにその後の成長に深

い傷を残し，その心身の健全な成長及び人格の形成に重大な影響を与えるものである。 

 いじめから児童生徒を守るためには，児童生徒に関わる大人一人ひとりが，「いじめはどの児童生徒

にもどの学校でも起こりうるものである」ことを共有し，それぞれの役割と責任を自覚するなかでいじ

めの防止に取り組んでいく必要があると考える。 

特に，子どもがいじめを苦に自らその尊い命を絶つような事態は何としても防がなければならないという強

い決意で取り組まなければならない。 
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（４） 教師の不適切な認識や言動，差別的な態度や言動が，児童を傷つけたり，他の児童によるいじめを 

 助長したりしないよう教師の言動に十分注意する。 

（５） 定期的な教育相談（毎月１回，教育相談日）やアンケート，個人面談，相談箱の設置（保健室前）  

等により，いじめの早期発見に努める。 

（６） いじめの疑いがあるような場合の対応は，いじめ防止対策委員会が協議し判断するとともに，  

担任任せにしないでチームで対応する。 

（７） いじめられている児童の立場に立った親身の指導（気持ちに寄り添い，徹底して守ること）の重視 

（８） ホームページで「いじめ防止基本方針」を公表し，保護者・地域・学校が一体となって連携・協働  

する体制を構築する。 

（９） 道徳の時間の指導内容に重点項目を設定し，充実を図る。（道徳教育推進教師と連携） 

（１０） 「いじめ防止基本方針」は，定期的にどのような改善を行うのか，どのような新たな取り組みを行う 

 かを，体系的・計画的にPDCAサイクルに基づき検証し，継続化を図る。 

４．いじめの早期発見 

（１） いじめに関するアンケートを月一回行い，必要に応じて，児童からの聞き取りや指導を行う。アン

ケートは各学年取りまとめ，５年間保管（教育相談室内）する。 

（２） 教育相談日を毎月一日（第２週金曜日）設け，保護者にも周知する。 

（３） 定期的に評価アンケートを行い，その結果を適宜，情報発信する。 

（４） 相談ポストを設け，常時相談を受け付ける。 

（５） 授業中，休み時間等授業時間外の児童の人間関係を観察し，日常的にいじめの早期発見に努める。 

５．いじめの相談・通報 

学級担任をはじめ相談しやすい教職員への連絡・相談はもちろん，具体的な窓口を決め，「いじめ」

の早期発見に努める。また，いじめについて相談することや通報することは適切な行為であることを十

分確認する。教員は児童が相談しやすいように信頼関係を構築する。 

「いじめ」の相談窓口： 教頭，学級担任，養護教諭，教育相談担当 

６．いじめを認知した場合の対応 

【相談・指導体制関連図】 

 

 

 

                                 担当：教頭，教育相談担当 

養護教諭，スクールカウンセラー 

 ➡情報を集める 

把握した内容は記録                         把握した内容は記録 

 

 子どもへの指導・支援、保護者と連携 

                 （必要に応じて） 

 

 連携協力体制の整備 

 

＜重大事態⇒教育委員会や関係機関等との連携＞ 

（１） いじめが犯罪行為として取り扱われるべきものであると認めるときは，所轄警察署と連携してこれ      

に対処する。児童の命を第一に考えて対応する。 
（２）  いじめにより児童の生命・心身又は財産に重大な被害が生じた疑いや，相当の期間（３０日，連

続して欠席）学校を欠席することを余儀なくされている疑いがあると認めるときは，速やかに教育

委員会に報告し必要な措置を講ずる。 

いじめ情報 

各担任 

 

生徒指導・特別支援教育部会 

 

教育委員会・関係機関等 

 

相談窓口 
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＜保護者への連絡と支援・助言＞ 

いじめが確認された場合は，保護者に事実関係を伝え，いじめを受けた児童とその保護者に対する支 

  援やいじめを行った児童の保護者に対する助言を行う。また，事実確認により判明したいじめ事案に 

関する情報を適切に提供する。 

 

７．指導について 
＜被害児童に対して＞ 

   スクールカウンセラーを活用し，心のケアを行い，安心して学校に通学できるように配慮する。 

＜加害児童に対して＞ 

在籍する児童等がいじめを行っている場合であって教育上必要があると認めるときは，学校教育法第

11条の規定に基づき，適切に当該児童に対して懲戒を加える。ただし，懲戒を加える際には教育的配慮

に十分に留意し，いじめた児童が自らの行為を理解し，健全な人間関係を育むことができるように促す。 

  また，「観衆」としてはやし立てたり，おもしろがったりする存在や，周辺で暗黙の了解を与えている

「傍観者」の指導も行う。 

 

８ ．重大事態への対処 
（１） 重大事態の意味 
   ①いじめにより，児童生徒の生命，心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると認めるとき。 

   ②いじめにより，児童生徒が相当の相当期間（３０日間，連続して欠席）学校を欠席することを余

儀なくされている疑いがあると認めるとき。 

   [その判断の基準] 

    〇児童生徒が自死したり，それを企図したりした場合 

    〇身体に重大な障害を負った場合 

    〇精神性の疾患を発症した場合 

    〇金品等に重大な被害を被った場合 

    〇年間３０日を超える欠席がある場合 

   上記規定はもちろんのこと，これにこだわることなく，児童生徒の個々の状況と保護者の要望を十分

に把握して判断する。 

 

（２）対処 

   まずは，いじめを受けた児童生徒の被害を最小限に抑えるために最善をつくす。 

   ①教育委員会児童生徒課に連絡する。 

    ・いじめ等の報告に際しては，その解決を第一に考え，正確かつ丁寧に説明を行い，隠蔽等を行わ

ないことは当然である。 

   ②学校が調査主体となる場合は，いじめ対策委員会を母体として調査に当たる。 

   ③スクール・カウンセラー及び必要に応じてスーパーバイザーの派遣要請をする。 

   ④事実確認のための調査を行い，必要に応じて関係機関と連絡をとる。 

   ⑤上記結果を児童及び保護者に提供する。  

   ⑥以後，誠意をもって解決にあたる。 

【重大事態発生時の対応】 

 

 

 

 

 
発見者 担任 校長 教頭 生徒指導主任 

学年主任 

生徒指導 

校長 市長 教育長 教育委員会児童生徒課 

教育委員会児童生徒課 校長 

（一報目） 

（二報目以降） 

※順序を示しているが，緊急時には，臨機応変に対応する。 
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９ ．公表，点検，評価等について 
（１）「学校いじめ防止基本方針」については，毎年度末に，生徒指導部会，職員会議，学校評議員会議等

により改訂を視野に入れた点検，評価をした後，学校ホームページ上に公表するものとする。 

（２） また，学校評価を視野に入れた保護者アンケートの実施に際しては，学校のいじめ対策に関する項

目により点検を行う。 

 

 

 【別紙１】 

【組織図】 

      〔校内体制〕                     〔外部機関〕 
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指導・助言 

情報共有 

依頼 

依頼 

情報共有 

校
長 

 

職員会議 

・職員研修  

・毎月の定例会議で職員の共通理解 

 （教育相談日，アンケート，学校評価等） 

いじめ防止対策委員会  教頭・教務主任・

生徒指導主任・学年主任・学級担任・養護教諭・スクール

カウンセラー・スクールソーシャルワーカー 

生徒指導・特別支援教育部会 

（月に１回の定例会議及び必要に応じて） 

〔構成〕生徒指導主任・養護教諭・特別支援教育コーディネーター 

教育相談担当・各学年1名 

〔検討・依頼等〕 

・「学校いじめ防止基本方針」見直し 

・教育相談日，いじめアンケート等 

・特別な支援を要する児童についての情報共有 

・年間活動予定の作成・修正等 

柏市教育委員会 

（学校教育部児童生徒課） 

小中連携 

・必要な情報を共有 

・中１ギャップ解消 

 

柏市少年補導センター 

・重大事案発生時応援 

・メディアリテラシーの助言指導 

警察 

重大事案発生時応援を依頼 

幼保小連絡協議会 

・必要な情報を共有 

・小１プロブレム解消 

スーパーバイザー〔県教委〕 

重大事案発生時応援を依頼 

保護者 

・学校アンケート実施 

・あいさつ運動 

地域 

・学校評議員からの評価 

・あいさつ運動 

情報共有 
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１０ ．いじめの相談・関係機関との連携 

【関係諸機関との連携】（保護者向け） （児童・生徒向け連絡先） 

〇柏市教育委員会児童生徒課 ０４－７１９１－７２１０ ●２４時間子供 SOSダイヤル 

０１２０－０－７８３１０ 

●千葉いのちの電話 

０４３－２２７－３９００ 

●やまびこ電話柏 

０４－７１６６－８１８１ 

●千葉県警少年センター 

０１２０－７８３４９７ 

〇教育支援室 

（教育相談，電話，相談） 

０４－７１３１－６６７１ 

〇千葉県教育庁東葛飾教育事務所 ０４７－３６１－４１０３ 

〇千葉県子どもと親のサポートセンター ０１２０－４１５－４４６ 

〇柏警察生活安全課 ０４－７１４８－０１１０ 

〇千葉県警東葛飾地区少年センター ０４－７１６２－７８６７ 

〇柏市少年補導センター ０４－７１６４－７５７１ 

〇柏市役所家庭児童相談 ０４－７１６７－１４５８ 

 
令和５年４月３日改定 


